
有資格者のキャリアアップの仕組み  
19．4％   12．0％   17．3％   

を構築する  

作成書類の軽減等事務作業の効率  
28．3％   28．4％   26．2％   

化・省力化を図る  

有給休暇や育児休業等のしやすい環  
17．2％   22．4％   14．7％   

境整備を整える  

社会的な評価を向上させる   30．5％   27．0％   24．9％   

福利厚生を充実させる   5．7％   6．5％   6．6％   

子育てを行う支援体制の充実   7．3％   4．8％   6．4％   

腰痛対策のため福祉用具等の活用等  
1．1％   6．7％   0．5％   

を図る  

メンタルヘルス対策の充実   11．8％   7．3％   12．7％   

パワハラ・セクハラ防止策の充実   3．1％   2．5％   3．7％   

その他   了．3％   5．2％   6．了％   

特にない   4．2％   3．0％   6．4％   

不明   1．0％   1．2％   1．2％   
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労している有資格者の状況  

（1）現在就労している業種の状況   

現在他分野で就労している有資格者の業種を見ると、社会福祉士t介護福祉  

士・精神保健福祉士のいずれも「病院・診療所」の割合が最も高かった。   

この他、、社会福祉士・精神保健福祉士については「公務員（福祉以外）」、介  

護福祉士については「サービス業」の割合も高い。  

←「∴∴叫そ∴享シと乙？ぅ∴モー11、ワ ≠ 

ーニパー■サー1≒  一＝ぎよ；い’L、ノ・  ■ム｝．7二右二＝－音：壷■ヂ・ユ．〃よご∴◆いゝさミ小一柳、1′  
÷＝－一 ェ∴発揚毛∴三’1謹環烹∴℃二攣．「‘≒  t∴‘【■、1・こ∴   ・・「∫〉エ〉1  薙邪腎獅緻葦－：‡   

一・－ ：二  ニ｛．′こr．、ナニノ’1雄h  」ヽ・       lt、・誉・汀・▲T 」  賢や弼滴婆暫甜紆㌍   
病院・診療所   3臥6％   25．4％   49．3％   

農業・林業t漁業   0．4％   1．1％   0．0％   

鉱業   0．0％   0．1％   0．0％   

建設業   1．1％   1．9％   0．4％   

製造業   3．9％   9．3％   1．7％   

電気・ガス・熱供給t水道業   0．4％   0．8％   0．0％   

情報通信業   2．2％   1．3％   0．8％   

運輸業   0．8％   2．3％   0．4％   

卸売・小売業   4．4％   5．9％   0．5％   

金融・保険業   3．9％   2．2％   0．8％   

不動産業   0．6％   0．6％   0．1％   

飲食店・宿泊業   1．1％   4．6％   0．5％   

教育・学習支援業   10．9％   6．2％   6．1％   

サービス業   7．7％   15．2％   2．3％   

公務員（福祉以外）   12．6％   5．7％   31．1％   

その他   10．6％   15．4％   5．2％   

不明   0．8％   2．0％   0．6％   

（2）過去福祉・介護分野で就労経験のある者の状況  

① 過去福祉・介護分野で就労していた職場の分野の状況   

過去福祉■介護分野で就労していた職場の分野を見ると、社会福祉士・介  

護福祉士については「高齢者福祉分野」、精神保健福祉士については「障害（児）  

者福祉分野」の割合が最も高かった。  

－1了1－   
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不明   2．1％  3．2％   4．6％   

② 過去福祉・介護分野で就労していた職場の法人種別の状況   

過去福祉■介護分野で就労していた職場の法人種別を見ると、社会福祉士1  

介護福祉士については「社会福祉協議会以外の社会福祉法人」、精神保健福祉  

士については「地方自治体（市区町村）」の割合が最も高かった。  

③ 過去福祉・介護分野で就労していた職場での職種の状況   

過去福祉・介護分野で就労していた職場での職種を見ると、社会福祉士・  

精神保健福祉士については「相談員・指導員」、介護福祉士については「介護  

職員」の割合が最も高かった。  

ー172－  
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二社会福祉士   介準福祉   精神保嘩纏祉±  

頼≒1＼呼声 （N≒7，22叶   （∫汀‘碑7）  

0．6％   0．2％   0，1％   

・管理者   4．1％   2．0％   5．5％   

・指導員   49．7％   4．9％   52．8％   

ス提供責任者   0．9％   4．2％   0．0％   

員   16．9％   65．9％   5．8％   

ヘルパー   3．0％   13．3％   2．3％   

員   2．5％   1．6％   9．4％   

リテーション職員   0．6％   0．3％   1．1％   

員   10．2％   1．2％   6．0％   

研究職   1．4％   0．6％   0．9％  

8．1％   3．8％   12．8％  

2，0％   2．0％   3．3％   

④ 過去福祉・介護分野で就労していた職場での雇用形態の状況   

過去福祉■介護分野で就労していた職場での雇用形態を見ると、社会福祉  

士・精神保健福祉士については「正規職員」の割合が介護福祉士と比較して  

高い。  

⑤ 福祉・介護分野での転職回数   

福祉・介護分野での転職回数を見ると、社会福祉士t介護福祉士一精神保  

健福祉士のいずれも「0回」の割合が最も高かった。  

－173一   
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葦毒翫紆ぜ瓶詰纏 景書評幣  揖㌣凝呼声薄  ‡…・ご去■；；罫≡懲㌔憲iチ整：」ニ簑葦・【∴こ       ．1、ヽノ無     訝†’サ汁二 つ－′ゲノ1∴叫ふ■小  ≠∴‡；・革一等蔽  ∵：げ二透bl、チ耶塞．，・雄・三メ葦㌍ 
0回  60．8％   50．5％  65．1％   

1回～2回  25．5％   30．8％  19．1％   

3回～4回  5．1％   8．0％  3．1％   

5回以上  0．6％   1．4％  1．4％   

不明  8．0％   9．3％  11．3％   

平均  0．59   0．84  0．50   

⑥ 福祉・介護分野の仕事を辞めた理由   

福祉・介護分野の仕事を辞めた理由について見ると、社会福祉士・介護福  

祉士・精神保健福祉士のいずれも「給与等の労働条件が悪いため」の割合が  

最も高かった。   

この他、社会福祉士一介護福祉士については「仕事の内容がきついため」、  

精神保健福祉士については「職員間の人間関係が良くないため」の割合も多  

い。  

萱〔－二王≡た藁紙悪麗くiコ＝泣は嘉†こお「；た        笠’レ   邑荊駁煉・謡  ■    －          ユ、壬′1】  慄ぺ羅 ・蟄謎も■摘惹妻薮i∴こ三三一丸鮎故紙瓶無飽かふ謹甘烏掠                                    ．、1榔－・津川、∴√・  ＝‥〝・訣想澤帝鴫澤憲㌘∴ナ∴ヾ1‘‖こ1  
職員間の人間関係が良くないため   18．3％   19．1％   15．3％   

利用者との人間関係が良くないため   0．7％   1．2％   1．6％   

仕事の内容がきついため   19．8％   24．7％   12．0％   

給与等の労働条件が悪いため   25．5％   32．2％   20て5％   

昇進■正規職員のへの登用等、将来  
13．4％   10．5％   11．0％   

の見通しが見えないため  

研修や職員教育が不十分だから   4．8％   4．7％   4．5％   

夜勤や不規則勤務があるため   7．1％   11．9％   3．8％   

法人の事業不振・人員整理等のため   2．2％   2．8％   2．1％   

体力に自信がないため   4．5％   8．3％   1．8％   

仕事にやりがいがないため   6．3％   4．3％   5．8％   

専門性が評価されていないため   14．6％   9．7％   11．7％   

体調を崩したため   11．5％   20．1％   9．4％   

結婚のため   6．5％   9．0％   4．1％   

出産■育児のため   4．1％   7．0％   2．3％   

家族等の介護・看護のため   2．3％   4．4％   1．5％   

転居のため   4．5％   4．0％   3．5％   

その他   37．5％   25．3％   47．6％   

不明   3．2％   1．9％   4．9％   

－1了4－  
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⑦ 福祉・介護分野への復帰意向   

福祉・介護分野への復帰意向を見ると、有資格者の約5割が福祉・介護分  

野へ復帰したいという意向を示している。   

一方、社会福祉士の約2割、介護福祉士・精神保健福祉士の約3割が「戻  

りたくない」と回答している。  

綿 
－∴誓証J パN珊9仰がてき   ∵，ネ、．、、ト1ノ、    、■；ィ実圭：2調整草 ご二顔■■∴㌔㌣，ご1二・j∴    て三璧≡墾ヲき■…＝・‘   

1年以内   3．0％   2．5％  2．4％  

2年以内   1．0％  0．6％  1．8％  

是非戻りたい  
時期は決めていない   3．2％   3．7％  2．0％  

小計   7．1％   6．8％  6．2％   

1年以内   3．9％   5．7％  2．9％  

2．5％   2．2％  2．6％   

時期は決めていない   38．9％  36．3％  33．9％  

小計  45．3％  44．3％  39．4％   

復帰意向を有する者の割合の合計  52．4％   51．1％  45．5％   

戻りたくない  19．0％   19．3％  19．6％   

わからない  条件があえば戻リ            2年以内         たい                                            24．了％  25．了％   29．5％  不明   3．9％  3．9％   5．4％   
⑧ 福祉一介護分野へ復帰する上で改善して欲しいこと   

今後、福祉・介護分野へ復帰する上で改善して欲しいことについて見ると、  

社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士のいずれも「資格に見合った給与  

水準に引き上げる」の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士■精神保健福祉士については「社会的な評価を向上さ  

せる」、「経験に見合った給与体系の構築」、介護福祉士については「経験に見  

合った給与体系の構築」、「有給休暇や育児休業等のしやすい環境整備を整え  

る」の割合も高い。  

－175－   
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研修等の内容を充実する   7．0％   5．8％   8．5％   

有資格者のキャリアアップの仕組み  

を構築する   
16．7％   9．7％   19．3％   

件成書類の軽減等事務作業の効率  
13．6％   18，4％   

化一省力化を図る  
11．5％   

有給休暇や育児休業等のしやすい環  
22．5％   25．5％   

境整備を整える  
18．6％   

社会的な評価を向上させる   34．5％   25．2％   26．5％   

福利厚生を充実させる   5．8％   5．5％   6．6％   

子育てを行う支援体制の充実   8．5％   10．8％   6．0％   

腰痛対策のため福祉用具等の活用等  
1．8％   

を図る  
9．7％   1．4％   

メンタルヘルス対策の充実   9．3％   9．2％   12．3％   

パワハラ1セクハラ防止策の充実   5．0％   4．5％   5．5％   

その他   7．2％   6．7％   6．1％   

特にない   3．2％   2．9％   5．9％   

不明   4．0％   3．9％   6．9％   

（3）過去福祉・介護分野で就労経験を有しない者の状況  

① 就職する際の就労先の対象としての福祉一介護分野に関する検討の有無と   

その理由   

就職する際の就労先の対象として福祉・介護分野を検討しなかった理由に  

ついて見ると、社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士のいずれも「給与■  

諸手当が低かった」の割合が最も高い。  

－1了6－  
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社会福祉± 介護福祉士 
1′ 精神保健福祉士  

くN＝2／P92）＞さ人㌔‡   錘＝2．㈹7） 梱斗．7j二8ト   

はい   1367   1，162   675   

不明   18   24   

いいえ   707   821   1，016   

仕事にやりがいがないと感じた   6．9％   4．6％   4．4％   

職場の人間関係が悪いと感じた   2．3％   6．1％   0．5％   

給与・諸手当が低かった   32．0％   35．3％   20．8％   

正規職員としての採用がなかった   4．4％   3．7％   5．3％   

昇進等、将来の見通しがなかった   臥6％   4．8％   4．3％   

社会的な評価が低いと感じた   14．1％   12．1％   7．2％   

夜勤や休日出勤など不規則だった   14．9％   21．7％   8．1％   

業務の負担や責任が重すぎる   8．3％   14．9％   5．7％   

仕事がきつくて体力的に不安があっ  
16．5％   20．3％   7．8％   

た  

仕事と家庭の両立が難しそうだった   3．4％   5．5％   2．8％   

福利厚生に不満だった   2．4％   1．3％   1．2％   

通勤に不便だった   0．3％   1．1％   0．3％   

自分の能力を伸ばすゆとりがなかっ  
2．7％   2．9％   2．3％   

た  

利用者との］ミュニケーシ］ンに自信がなか  

4．1％   8．6％   1．0％   
った  

その他   37．3％   32．8％   47．3％   

特にない   14．0％   13．0％   21．9％   

不明   2．0％   0．5％   1．8％   

② 福祉・介護分野へ就労する上で改善して欲しいこと   

今後、福祉・介護分野で就労する上で改善して欲しいことについて見ると、  

社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士のいずれも「資格に見合った給与  

水準に引き上げる」の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士・精神保健福祉士については「社会的な評価を向上さ  

せる」、「経験に見合った給与体系の構築」、介護福祉士については「有給休暇  

や育児休業等のしやすい環境整備を整える」、「社会的な評価を向上させる」  

の割合が高かった。  

ー1了了－  

・29一   



有資格者のキャリアアップの仕組み  
16．7％   10．8％   19．0％   

を構築する  

作成書類の軽減等事務作業の効率  
5．8％   9．8％   7．0％   

化義省力化を図る  

有給休暇や育児休業等のしやすい環  
29．1％   31．2％   21．9％   

境整備を整える  

社会的な評価を向上させる   36．8％   28．1％   30．5％   

福利厚生を充実させる   9．8％   7．1％   8．8％   

子育てを行う支援体制の充実   7．6％   9．0％   6．1％   

腰痛対策のため福祉用具等の活用等  
2．2％   10．8％   1．5％   

を図る  

メンタルヘルス対策の充実   7．4％   5．3％   5．8％   

パワハラーセクハラ防止策の充実   1．4％   2．8％   1．3％   

その他   5．1％   3．1％   4．3％   

特にない   3． 4．6％   5．9％   

不明   4．0％   4．5％   3．8％   

－178－  
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12．現在就労していない有資格者の状況  

（1）現在働いていない理由   

現在就労していない有資格者のその理由を見ると、社会福祉士・介護福祉士  

精神保健福祉士のいずれも「出産・子育てのため」の割合が最も高かった。   

この他、「腰痛等、体調を崩しているため」の割合も高かった。  

．こ′：■一再－   
◆ ∵．テふ∴‡；こぎ■！】∴ ーrこ■   
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定年退職したため   5．9％  9．3％  12．9％   

出産・子育てのため   46．7％  38．1％  31．2％   

家族等の介護・看護のため   4．6％  9．2％  7．2％   

腰痛等、体調を崩しているため   8．5％  13．9％  10．2％   

働く必要がないため   4．1％  4．0％  3．9％   

その他   28．9％  23．3％  33．6％   

不明   1．4％  2．2％  1．0％   

（2）過去の収入を伴う就労経験の有無   

過去の収入を伴う就労経験を見ると、社会福祉士・介護福祉士・精神保健福  

祉士のいずれも「福祉1介護分野」の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士t介護福祉士■精神保健福祉士のいずれも「病院・診療  

所」の割合も高い。  

－1了9－   
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農業・林業・漁業   0．0％   0．1％   0．1％   

鉱業   0．1％   0．0％   0．0％   

建設業   0．3％   0．2％   0．0％   

製造業   1．7％   1．1％   1．8％   

電気・ガス・熱供給・水道業   0．1％   0．1％   0．1％   

情報通信実   1．0％   0．2％   0．8％   

運輸業   0．1％   0．2％   0．3％   

卸売t小売業   1，5％   0．6％   0．4％   

金融一保険業   1．0％   0．4％   0．6％   

不動産業   0．2％   0．1％   0．3％   

飲食店・宿泊業   0．4％   0．5％   0．0％   

教育・学習支援業   3．0％   0．8％   3．6％   

サービス業   1．5％   1．7％   1．7％   

公務員（福祉以外）   2．7％   0．6％   10．4％   

その他   1．9％   1．1％   3．2％   

不明   0．1％   0．1％   0．鍋   

（3）過去福祉一介護分野で就労経験のある者の状況  

（D 過去福祉・介護分野で就労していた職場の分野の状況   

過去福祉・介護分野で就労していた職場の分野を見ると、社会福祉士・介  

護福祉士については「高齢者分野」の割合が最も高く、精神保健福祉士につ  

いては「障害（児）者福祉分野」の割合が最も高かった。  
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社会福祉キ 介護福祉士   海神保健福祉士   

（N≒2．402） トイN三欄164）∴■   （症軸）   

高齢者福祉分野   61．6％   88．8％   17．9％   

障害（児）者福祉分野   21．1％   5．7％   65．1％   

児童福祉分野   6．1％   0．7％   1．8％   

生活保護関係   1．5％   0．3％   2．1％   

福祉・介護教育関係   2，3％   1．0％   3．5％   

その他   6．1％   1．1％   7．9％   

不明   
1．2％   2．2％   1．8％   

② 過去福祉■介護分野で就労していた職場の法人種別の状況   

過去福祉・介護分野で就労していた職場の法人種別を見ると、社会福祉士■  

介護福祉士・精神保健福祉士のいずれも「社会福祉協議会以外の社会福祉法  

人」の割合が最も高かった。  

∴：浅 海韓保健福祉士 
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民間企業   11．9％   15．8％  3．2％   

社会福祉協議会   8．8％   9．5％  3．2％   

社会福祉協議会以外の社会福祉法人   46．1％   38．2％  32．3％   

医療法人   12．7％   19．1％  19．6％   

特定非営利活動法人   2．2％   1．6％  12．9％   

社団法人・財団法人   3．4％   6．9％  5．9％   

0．9％   1．3％  0．0％   

協同組合         地方自治体（市区町村）   

4．4％   1．2％  6．2％   

0．5％   1．了％  1．2％   

③ 過去福祉・介護分野で就労していた職場での職種の状況   

過去福祉t介護分野で就労していた職場での職種を見ると、社会福祉士・  

精神保健福祉士については「相談員■指導員」、介護福祉士については「介護  

職員」の割合が最も高かった。  
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看護職員   0．8％   0．6％   1．8％   

リハビリテーション職員   0．3％   0．2％   0．0％   

事務職員   7．0％   0．6％   4．1％   

教員・研究職   1．2％   0．4％   0．3％   

その他   8．7％   4．3％   5．0％   

不明   1．2％   1．2％   1．2％   

④ 過去福祉一介護分野で就労していた職場での雇用形態の状況   

過去福祉一介護分野で就労していた職場での雇用形態を見ると、社会福祉  

士については「正規職員」の割合が介護福祉士・精神保健福祉士と比較して  

高い。  

凍鮨醇貌幣 等き  雛祭終焉㌔ぢ＝’1－T、て  
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正規職員  74．5％  67．8％  68．6％   

非正規職員  25．3％  31．8％  30．8％   

不明  0．2％  0．4％  0．6％   

⑤ 福祉・介護分野における直近の職場での従事年数   

福祉■介護分野における直近の職場での従事年数の状況を見ると、社会福  

祉士・精神保健福祉士については「1年以上3年未満」、介護福祉士について  

は「5年以上10年未満」の割合が最も高かった。  
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社会福祉± 介郵高祉キ 精神保健福祉± 
ぎ、  

（N薮叩2）二′こ．二   （畔＝甘．1亘4）■．鱒   ∴二（醇34け  

9．4％   6．5％   14．1％   

3年未満   31．2％   19．3％   29．9％   

5年未満   22．4％   18．9％   20．5％   

10年未満   22．9％   31．8％   18．5％  

11．9％   19．4％   14．1％  

2．2％   4．2％   2．9％   

⑥ 福祉一介護分野での転職回数   

福祉一介護分野での転職回数を見ると、社会福祉士・介護福祉士一精神保  

健福祉士のいずれも「0回」の割合が最も高かった。  

⑦ 過去福祉■介護の仕事を辞めた理由   

福祉・介護の仕事を辞めた理由について見ると、社会福祉士・介護福祉士・  

精神保健福祉士のいずれも「出産・育児のため」の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士については「結婚のため」、介護福祉士については「体  

調を崩したため」、精神保健福祉士については「給与等の労働条件が悪いた  

め」の割合も高かった。  
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研修や職員教育が不十分だから   3．8％   3．3％   4．4％   

夜勤や不規則勤務があるため   5．7％   臥2％   2．3％   

法人の事業不振・人員整理等のため   1．5％   1．6％   2．6％   

体力に自信がないため   4．8％   8．4％   6．5％   

仕事にやりがいがないため   3．3％   2．8％   4．1％   

専門性が評価されていないため   9．7％   7．1％   10．3％   

体調を崩したため   17．1％   20．3％   17．6％   

結婚のため   23．4％   18．2％   12．6％   

出産・育児のため   32．9％   2了．8％   24．3％   

家族等の介護、看護のため   5．7％   11．4％   8．2％   

転居のため   10．7％   7．5％   9．4％   

その他   18．0％   18．1％   23．8％   

不明   0．4％   0．7％   1．2％   

⑧ 福祉1介護分野への復帰意向   

福祉・介護分野への復帰意向を見ると、有資格者の約7割が福祉t介護分  

野へ戻りたい意向を示している。   

一方、社会福祉士の約1割、介護福祉士・精神保健福祉士の約2割が「戻  

りたくない」と回答している。  

－184－  

－36－   



社会福祉±   介護福祉士 精神保嘩碍祉士  

（N＝2、．4b2） （良＝19．、1㈹   坤≒341） 

1年以内   7．6％   5．0％   9．4％  

2年以内   1．6％   1．4％   1．8％  
たい  

時期は決めていない   7．3％   4．6％   5．3％  

小計   16．5％   11．0％   16．4％   

1年以内   11．1％   13．0％   15．8％  

えば戻           2年以内   6．4％   4．4％   2．9％  

時期は決めていない   40．8％   35．7％   32．6％  

小計   58．2％   53．1％   51．3％   

を有する者の割合の合計  74．7％   64．1％   67．7％   

ない  9．4％   14．1％   12．9％   

い  14．2％   19．1％   16．7％  

1．7％   2．6％   2．6％   

⑨ 福祉・介護分野へ復帰する上で改善して欲しいこと   

今後、福祉・介護分野へ復帰する上で改善して欲しいことについて見ると、  

社会福祉士・介護福祉士一精神保健福祉士のいずれも「資格に見合った給与  

水準に引き上げる」の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士・介護福祉士については「有給休暇や育児休業等のし  

やすい環境整備を整える」J精神保健福祉士については「社会的な評価を向上  

させる」の割合も高かった。  
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有資格者のキャリアアップの仕組みを  
14．6％   8．3％   18．1％   

構築する  

作成書類の軽減等事務作業の効率化・省  
15．5％   20．4％   13．1％   

力化を図る  

有給休暇や育児休業等のしやすい環境  
32．3％   32．4％   24．0％   

整備を整える  

社会的な評価を向上させる   26．8％   22．2％   29．5％   

福利厚生を充実させる   4．8％   5．2％   5．7％   

子育てを行う支援体制の充実   31．0％   25．0％   19．0％   

腰痛対策のため福祉用具等の活用等を  
1．5％   7．8％   0．2％   

図る  

メンタルヘルス対策の充実   9．4％   7．1％   11．0％   

パワハラ・セクハラ防止策の充実   3．7％   3．1％   6．2％   

その他   6．6％   5．7％   9．0％   

特にない   2．0％   2．6％   3．1％ 

不明   2．7％   3．2％   3．3％   

（4）過去福祉・介護分野で就労経験を有しない者の状況  

① 就職する際の就労先の対象としての福祉■介護分野の検討の有無   

就職する際の就労先の対象として福祉・介護分野を検討しなかった理由に  

ついて見ると、社会福祉士・介護福祉士一精神保健福祉士のいずれも「給与・  

諸手当が低かった」の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士・精神保健福祉士については「社会的な評価が低いと  

感じた」、介護福祉士については「夜勤や休日出勤など不規則だった」の割合  

も高かった。  
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